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委
員
会
審
議

議
案
審
議
結
果

一
般
質
問

活
動
報
告

追　

跡

定
例
会

■
教
育
委
員
会
委
員
の

　

就
任
同
意

任
期
満
了
等
に
伴
い
、
次

の
方
が
任
命
さ
れ
、
議
会
も

同
意
し
ま
し
た
。

●
委
員

藤
原 

は
る
み

（
名
田
庄
口
坂
本
）

【
全
会
一
致
・
同
意
】

藤
原 

正
昭
（
大
島
）

【
全
会
一
致
・
同
意
】

■
専
決
処
分
の
承
認

● 

行
政
不
服
審
査
法
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

行
政
不
服
審
査
法
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

● 

町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
等
の
法
律
な
ど
の
施

行
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

● 

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
等
の
政
令
の

施
行
に
伴
い
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

【
主
な
改
正
内
容
】

医
療
給
付
費
課
税
額
の
課

税
限
度
額
を
2
万
円
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の

課
税
限
度
額
を
2
万
円
引
き

上
げ
る
。

構
成
が
変
更
と
な
っ
た
委

員
会
の
み
掲
載
し
ま
す

 

常
任
委
員
会

●
総
務

●
予
算
決
算

第2回
臨時会

・
教
育
委
員
会
委
員
の
就
任
同
意

・
専
決
処
分
の
承
認

第3回
臨時会
議
会
の
構
成
が
一

部
変
わ
り
ま
し
た

委
員
長

松
井　

榮
治

副
委
員
長

森
内　

正
美

委　
　

員

中
本　
　

茂

〃

古
石　
　

實

〃

今
川　

直
樹

〃

藤
原　

義
隆

〃

原
田　

和
美

〃

細
川　

正
博

委
員
長

尾
谷　

和
枝

副
委
員
長

辻　
　
　

徹

委　
　

員

松
井　

榮
治

〃

古
石　
　

實

〃

森
内　

正
美

〃

今
川　

直
樹

〃

浜
上　

雄
一

〃

猿
橋　

啓
一

〃

森
口　

精
治

〃

藤
原　

義
隆

〃

早
川　

正
己

〃

原
田　

和
美

〃

細
川　

正
博

議長就任にあたって
おおい町議会議長　中 本　 茂

平成28年第3回議会臨時会におきまして、議員各位のご推
挙により第10代おおい町議会議長に就任いたしました。責任
の重さを痛感し身の引き締まる思いでございます。
さて、町においては人口減少問題や地域づくり問題など、
山積する課題解決のため地方版総合戦略「おおい町未来創生戦

略」を策定し、諸施策を実施することに加え、「第二次おおい町総合計画」の策
定も進められております。
また、原子力施策につきましては、安心・安全を第一に共生を進めることが
重要となっております。議会としては、町の各施策に対して理事者側との議論
を十分に果たして、更なる町の活性化の実現に向け全力を尽くして参る所存で
ございます。
今後とも、議会活動に対しまして、ご理解ご協力を賜りますようお願い申し
上げます。
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委
員
会
審
議

議
案
審
議
結
果

一
般
質
問

活
動
報
告

追　

跡

定
例
会

 

特
別
委
員
会

●
原
子
力
発
電
対
策

 

そ
の
他
委
員
会

●
議
会
運
営

の
整
備
な
ど
を
行
う
も
の

で
、
㈱
荒
木
と
2
億
２
６
４

７
万
２
７
６
０
円
で
契
約
す

る
も
の
。（

産
建
委
審
議
P4
）

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
町
営
長
井
住
宅
整
備
工
事

木
造
平
屋
建
住
宅
29
棟
や

道
路
、
排
水
路
の
整
備
な
ど

行
う
も
の
で
、
㈱
こ
ん
ど
う

と
4
億
３
８
２
６
万
4
千
円

で
契
約
す
る
も
の
。

（
産
建
委
審
議
P5
）

【
全
会
一
致
・
可
決
】

● 

西
村
2
号
処
理
場
汚
水
処

理
槽
等
補
修
工
事

汚
水
処
理
水
槽
の
防
食
対

策
な
ど
を
行
う
も
の
で
、
㈱

こ
ん
ど
う
と
７
２
２
５
万
2

千
円
で
契
約
す
る
も
の
。

（
産
建
委
審
議
P5
）

【
全
会
一
致
・
可
決
】

●
光
ケ
ー
ブ
ル
配
線
工
事

名
田
庄
地
域
の
幹
線
光

ケ
ー
ブ
ル
配
線
を
行
う
も
の

で
、
北
陸
電
話
工
事
㈱
福
井

支
店
と
3
億
６
０
５
０
万
８

８
３
８
円
で
契
約
す
る
も

の
。 

（
総
務
委
審
議
P4
）

【
全
会
一
致
・
可
決
】

● 

動
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
Ｘ
線
テ
レ
ビ
装
置
）

保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合

施
設
診
療
所
の
Ｘ
線
テ
レ
ビ

装
置
を
更
新
の
た
め
購
入
す

る
も
の
で
、
丸
文
通
商
㈱
福

井
支
店
と
２
９
４
８
万
4
千

円
で
契
約
す
る
も
の
。

（
総
務
委
審
議
P4
）

【
全
会
一
致
・
可
決
】

■
平
成
28
年
度
6
月
補
正
予
算

● 

2
億
２
５
０
６
万
1
千
円

増
額

総
額
１
３
７
億
３
８
１
６

万
3
千
円（

予
算
委
審
議
P5
）

【
全
会
一
致
・
可
決
】

﹇
主
な
歳
出
﹈

○ 

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事

業臨
時
福
祉
給
付
金
な
ど
を

支
給
す
る
も
の
。

第4回
定例会
・
き
の
こ
の
森
再
整
備　
　
　

に
着
手

・
施
設
魅
力
ア
ッ
プ
工
事
（
八
ケ
峰
）

１
３
１
３
万
2
千
円

○ 

水
田
農
業
大
規
模
化
・
園

芸
導
入
事
業

青
ネ
ギ
栽
培
用
地
整
備
な

ど
に
補
助
す
る
も
の
。

１
３
３
３
万
３
千
円

○ 

園
芸
作
物
生
産
拡
大
推
進

事
業

青
ネ
ギ
栽
培
ハ
ウ
ス
整
備

に
補
助
す
る
も
の
。

1
億
６
０
０
０
万
円

○ 

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
（
お
お
い
地
区
）

農
業
用
水
路
な
ど
の
改
修

な
ど
を
行
な
う
も
の
。

１
６
０
０
万
円

○ 

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援

交
付
金
事
業

民
有
林
の
境
界
確
認
な
ど

の
活
動
に
交
付
す
る
も
の
。

１
９
１
１
万
6
千
円

■
発
議

○ 

北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
の

整
備
に
関
す
る
決
議

【
起
立
多
数
・
可
決
】

単位：円

企　業　名 売 上 高 営業利益 経常利益
従業員数

（平成27年度末）
（人）

うち委託料・
補助金収入

㈱おおい 750,062,291 312,943,000 11,003,076 11,137,866 117 
㈱名田庄商会 252,374,871 71,609,482 7,944,262 8,993,147 29 
わかさ大飯マリンワールド㈱ 38,274,889 － △ 12,960,695 △ 13,911,678 3 
㈱名田庄ウッディーセンター 31,046,488 12,361,666 6,753,828 6,918,423 3 

出資している4株式会社の状況

■
報
告
事
項

町
か
ら
議
会
に
次
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

● 
平
成
27
年
度
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

● 
お
お
い
町
が
出
資
し
て
い

る
4
株
式
会
社
（
下
段
参

照
）、
公
益
財
団
法
人
グ

リ
ー
ン
大
飯
農
業
公
社
、

お
お
い
町
土
地
開
発
公
社

の
経
営
状
況

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

●
き
の
こ
の
森
再
整
備
工
事

「
き
の
こ
の
森
」
の
芝
生

広
場
の
整
備
や
日
よ
け
施
設

の
設
置
な
ど
を
行
う
も
の

で
、
㈱
こ
ん
ど
う
と
2
億
９

７
０
０
万
円
で
契
約
す
る
も

の
。

【
全
会
一
致
・
可
決
】

● 

体
験
型
教
育
旅
行
受
入
施

設
魅
力
ア
ッ
プ
工
事

「
八
ヶ
峰
家
族
旅
行
村
」

に
お
い
て
、
全
天
候
型
施
設

委
員
長

猿
橋　

啓
一

副
委
員
長

松
井　

榮
治

委　
　

員

森
内　

正
美

〃

浜
上　

雄
一

〃

尾
谷　

和
枝

〃

辻　
　
　

徹

委
員
長

松
井　

榮
治

副
委
員
長

早
川　

正
己

委　
　

員

古
石　
　

實

〃

森
内　

正
美

〃

今
川　

直
樹

〃

浜
上　

雄
一

〃

猿
橋　

啓
一

〃

森
口　

精
治

〃

尾
谷　

和
枝

〃

辻　
　
　

徹

〃

藤
原　

義
隆

〃

原
田　

和
美

〃

細
川　

正
博
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定
例
会

議
案
審
議
結
果

一
般
質
問

活
動
報
告

追　

跡

委
員
会
審
議

委員会
審議チェック

慎重に

（第4回定例会）

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
付
託
審
議
内
容

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議

案
2
件
を
審
査
し
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
た
。

● 

議
案
37
【
光
ケ
ー
ブ
ル
配

線
工
事
】

■
主
な
質
疑

問
入
札
を
辞
退
し
た
業

者
が
あ
る
が
そ
の
理

由
は
何
か
。

 

辞
退
し
た
業
者
は
、

他
の
工
事
を
何
本
も

請
け
負
っ
て
お
り
、

本
工
事
を
落
札
し
た

と
し
て
も
施
工
監
理

技
術
者
の
確
保
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
入

札
辞
退
の
連
絡
が

あ
っ
た
。

問
入
札
業
者
指

名
時
に
会
社

状
況
ま
で
調
査
し
て

選
考
し
な
い
の
か
。

 

指
名
す
る
と

き
に
は
、
業

者
の
規
模
や
過
去
の

施
工
実
績
に
よ
り
選
考
し
て

い
る
が
、
受
注
状
況
ま
で
は

調
査
で
き
な
い
。

問
本
工
事
は
2
ヶ
年
計

画
で
あ
る
が
、
契
約

業
者
は
次
年
度
も
引
き
続
き

工
事
を
行
う
の
か
。

 

28
年
度
か
ら
29
年
度

に
か
け
た
2
ヶ
年
の

債
務
負
担
行
為
に
よ
る
契
約

で
あ
り
、
本
契
約
金
額
は

2
ヶ
年
分
で
あ
る
。

● 

議
案
38
【
動
産
取
得
（
Ｘ

線
テ
レ
ビ
装
置
）】

問
当
初
予
算
説
明
時

に
、
今
回
導
入
予
定

の
機
器
は
車
イ
ス
に
乗
っ
て

で
も
撮
影
で
き
る
機
器
を
導

入
し
た
い
と
説
明
し
て
い
た

が
、そ
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

 

車
イ
ス
で
の
利
用
は

可
能
で
あ
り
、
撮
影

台
が
低
床
に
な
る
た
め
、
安

全
性
が
高
く
利
用
し
や
す
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

問
こ
の
機
器
を
使
用
す

る
た
め
に
特
別
な
人

員
が
必
要
と
な
る
の
か
。

 

機
器
の
操
作
は
今
ま

で
ど
お
り
、
放
射
線

技
師
1
名
で
対
応
可
能
で
あ

る
。

■
付
託
審
議
内
容

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議

案
3
件
を
審
査
し
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
た
。

● 

議
案
34
【
体
験
型
教
育
旅

行
受
入
施
設
魅
力
ア
ッ
プ

工
事
】

■
主
な
質
疑

問
全
天
候
型
施
設
の
床

下
地
の
仕
上
げ
方
法

は
。

 

工
事
に
よ
っ
て
発
生

し
た
良
質
の
土
を
敷

き
均
し
、
締
め
固
め
を
す
る

計
画
で
あ
る
。

問
外
壁
の
カ
ー
テ
ン
テ

ン
ト
は
雪
の
多
い
時

に
も
大
丈
夫
か
。

 

テ
ン
ト
の
開
け
閉
め

は
で
き
る
が
、
基
本

的
に
は
取
り
外
し
は
し
な

い
。

 　

ま
た
、
積
雪
2
メ
ー
ト
ル

の
荷
重
に
耐
え
る
設
計
で
あ

る
。

問
屋
根
材
が
、
幕
屋
根

と
な
っ
て
い
る
が
、

天
候
が
悪
い
時
な
ど
、
十
分

な
明
か
り
が
採
れ
る
の
か
。

 

昼
間
の
太
陽
光
で
十

分
明
か
り
は
採
れ
る

が
、
補
助
用
と
し
て
投
光
器

6
基
を
設
置
す
る
。

名田庄地区の光ケーブル中継基地

体
験
型
教
育
旅
行
受
入
施
設

魅
力
ア
ッ
プ
工
事
に
着
手
す

る
八
ケ
峰
家
族
旅
行
村



No.42おおい町議会だより0 5

定
例
会

議
案
審
議
結
果

一
般
質
問

活
動
報
告

追　

跡

委
員
会
審
議

予
算
決
算
常
任
委
員
会

● 
議
案
35
【
町
営
長
井
住
宅

整
備
工
事
】

■
主
な
質
疑

問
長
井
住
宅
周
辺
は
地

盤
が
悪
い
と
聞
い
て

い
る
が
調
査
を
し
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
結
果
を
ど
の
よ

う
に
反
映
し
た
の
か
。

 

※
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
試

験
に
よ
っ
て
調
査
を
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
木
造
建
築

に
は
特
に
支
障
は
な
い
が
、

従
来
の
布
基
礎
を
べ
た
基
礎

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
に

安
全
性
を
高
め
て
い
る
。

※ 

地
盤
調
査
方
法
の
一
つ
で
、
木

造
住
宅
を
建
築
す
る
場
合
に
、

こ
の
方
法
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

問
県
産
材
の
使
用
に
つ

い
て
は
ど
う
か

 

設
計
仕
様
に
県
産
材

の
使
用
を
明
記
し
て

い
る
。

問
入
札
指
名
に
あ
た
っ

て
町
内
業
者
で
組
織

す
る
共
同
企
業
体
を
検
討
し

な
か
っ
た
の
か
。

 

建
築
工
事
の
他
、
敷

地
造
成
等
の
土
木
工

事
も
あ
り
、
町
内
業
者
に
一

括
請
負
契
約
と
し
た
。ま
た
、

工
事
発
注
仕
様
書
に
建
築
業

組
合
等
町
内
の
建
築
業
者
を

活
用
す
る
よ
う
明
記
し
た
。

● 
議
案
36【
西
村
2
号
処
理
場

汚
水
処
理
槽
等
補
修
工
事
】

■
主
な
質
疑

問
本
請
負
工
事
は
、
水

処
理
業
者
に
発
注
す

べ
き
内
容
と
思
わ
れ
る
が
、

建
設
事
業
者
に
発
注
し
た
理

由
は
。 

防
蝕
対
策
が
さ
れ
て

い
な
い
施
設
に
つ
い

て
計
画
的
に
補
修
工
事
を
実

施
し
て
い
る
が
、
腐
食
モ
ル

タ
ル
を
取
り
除
い
て
修
復
の

上
、
防
蝕
被
覆
を
す
る
土
木

建
設
工
事
で
あ
る
。

問
補
修
工
事
に
よ
っ
て

何
年
程
度
耐
用
で
き

る
の
か
。

 

今
回
の
補
修
工
事
に

よ
っ
て
、
30
年
以
上

は
耐
用
で
き
る
。

■
付
託
審
議
内
容

定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議

案
1
件
を
審
査
し
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
た
。

● 

議
案
32
【
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）】

■
主
な
質
疑

農
業
・
林
業

問
森
林
整
備
地
域
活
動

支
援
交
付
金
事
業
の

境
界
保
全
事
業
は
、
県
が
実

施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

林
業
事
業
と
併
せ
て
行
う
こ

と
は
可
能
か
。

 

境
界
保
全
事
業
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
林
業
事

業
と
を
両
方
利
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

問
名
田
庄
小
倉
地
係
で

整
備
さ
れ
る
青
ネ
ギ

栽
培
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
、
販

売
先
は
決
ま
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
雇
用
予
定
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

認
定
こ
ど
も
園
と
な
っ
た

本
郷
こ
ど
も
園

町営長井住宅の完成イメージ

 

出
荷
先
は
Ｊ
Ａ
で
、

雇
用
は
社
員
1
・
2

名
、
パ
ー
ト
2
名
か
ら
4
名

程
度
と
聞
い
て
い
る
。

浸
水
対
策

問
名
田
庄
下
・
小
倉
地

区
排
水
改
善
対
策
基

礎
調
査
業
務
の
調
査
地
域
は

青
ネ
ギ
栽
培
ハ
ウ
ス
整
備
に

よ
り
盛
土
を
行
っ
た
た
め
、

周
辺
で
の
冠
水
の
危
険
が
よ

り
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
早
急
な
対
策
が
必
要

で
は
。 

冠
水
対
策
と
し
て
、

南
川
に
排
水
し
て
い

る
暗
渠
を
清
掃
し
排
水
能
力

を
改
善
し
た
。
ま
た
、
ハ
ウ

ス
整
備
に
よ
り
周
辺
地
域
の

保
水
面
積
が
低
下
す
る
た

め
、
専
門
家
を
入
れ
て
地
域

の
特
性
に
あ
っ
た
適
切
な
対

応
を
早
急
に
検
討
す
る
。

認
定
こ
ど
も
園

問
大
島
保
育
所
と
本
郷

保
育
園
が
認
定
こ
ど

も
園
に
変
わ
る
が
、
入
園
や

保
育
料
の
決
定
は
ど
う
な
る

の
か
。 

認
定
こ
ど
も
園
が
園

児
の
募
集
を
行
い
、

入
園
の
認
定
や
保
育
料
の
決

定
は
町
が
行
う
。
ま
た
、
保

育
料
は
各
認
定
こ
ど
も
園
が

徴
収
す
る
こ
と
と
な
る
。



No.42 おおい町議会だより 0 6

定
例
会

委
員
会
審
議

一
般
質
問

活
動
報
告

追　

跡

議
案
審
議
結
果

平成 28年第 2回（4月）臨時会　議案審議結果
議案番号 議　　案　　名 議決結果

承認  2 専決処分の承認を求めることについて（行政不服審査法施行に伴う関係条
例の整備等に関する条例の一部を改正する条例） 承　　認

承認  3 専決処分の承認を求めることについて（町税条例等の一部を改正する条例） 承　　認

承認  4 専決処分の承認を求めることについて
（国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承　　認

同意15 教育委員会委員の任命について 同　　意
同意16 教育委員会委員の任命について 同　　意
－ 議長の辞職について 辞職許可

平成 28年第 3回（5月）臨時会　議案審議結果
議案番号 議　　案　　名 議決結果
－ 議長の選挙 当　　選
－ 予算決算常任委員会委員の辞任 辞任許可
－ 議会運営委員会委員の辞任 辞任許可
－ 予算決算常任委員会委員の選任 選　　任
－ 議会運営委員会委員の選任 選　　任
－ 嶺南広域行政組合議会議員の選挙 当　　選
－ 福井県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙 当　　選
－ 原子力発電対策特別委員会委員の辞任 辞任許可
－ 原子力発電対策特別委員会委員の選任 選　　任

平成 28年第 4回（6月）定例会　議案審議結果
議案番号 議　　案　　名 議決結果
報告  １ 平成27年度一般会計繰越明許費繰越計算書 報　　告
報告  ２ 株式会社おおいの経営状況報告について 報　　告
報告  ３ 株式会社名田庄商会の経営状況報告について 報　　告
報告  ４ わかさ大飯マリンワールド株式会社の経営状況報告について 報　　告
報告  ５ 公益財団法人グリーン大飯農業公社の経営状況報告について 報　　告
報告  ６ 株式会社名田庄ウッディーセンターの経営状況報告について 報　　告
報告  ７ 土地開発公社の経営状況報告について 報　　告
議案32 平成28年度一般会計補正予算（第1号） 原案可決
議案33 工事請負契約の締結について（きのこの森再整備工事） 原案可決
議案34 工事請負契約の締結について（体験型教育旅行受入施設魅力アップ工事） 原案可決
議案35 工事請負契約の締結について（町営長井住宅整備工事） 原案可決
議案36 工事請負契約の締結について（西村２号処理場汚水処理槽等補修工事） 原案可決
議案37 工事請負契約の締結について（光ケーブル配線工事） 原案可決
議案38 動産の取得について（Ｘ線テレビ装置） 原案可決
発議  1 北陸新幹線敦賀以西の整備に関する決議 原案可決

－ 議員派遣報告および議員派遣 報告および
派　　遣
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◥ 
大
飯
発
電
所
3
・
4
号
機
の

新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
状
況
は

町
長 
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請
は
補
正
書
が
提
出
さ
れ
、終

盤
を
迎
え
て
い
る
が
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
不
透
明

町
政
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
6
月
定
例
会
で
は
、
3
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

問
今
ま
で
事
業
者
は
、

規
制
委
員
会
か
ら
指

摘
の
あ
っ
た
事
項
や
自
主
的

に
検
討
し
た
も
の
は
個
別
に

数
回
提
出
し
て
き
た
と
説
明

を
受
け
て
い
る
が
、
今
回
の

補
正
書
提
出
で
残
っ
て
い
る

事
項
は
何
か
。

（
町
長
）
事
業
者
か

ら
、
残
っ
て
い
る
も

の
は
組
織
体
制
づ
く
り
で
他

に
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

問
補
正
書
提
出
後
に
、

事
業
者
と
規
制
委
員

長
と
の
意
見
交
換
会
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
報
告
は
あ
っ

た
か
。（

町
長
）委
員
長
は
高

浜
1
・
2
号
機
、
美

浜
3
号
機
を
集
中
審
査
し
、

大
飯
3
・
4
号
機
は
玄
海

3
・
4
号
機
、泊
3
号
機
の

次
ぐ
ら
い
に
な
る
と
の
発
言

を
受
け
、事
業
者
は
同
時
審

査
を
す
る
よ
う
強
く
要
請
し

た
と
、事
業
者
と
規
制
庁
か

ら
説
明
を
受
け
た
。

問
議
会
は
昨
年
9
月
に

規
制
委
員
会
の
審
査

体
制
に
つ
い
て
、事
業
者
か

ら
説
明
を
受
け
た
。そ
れ
に

よ
る
と
大
飯
3
・
4
号
機
と

玄
海
3
・
4
号
機
、泊
3
号

機
は
別
の
チ
ー
ム
で
同
時
審

査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

ま
た
大
飯
3
・
4
号
機
は
審

査
優
先
プ
ラ
ン
ト
に
も
な
っ

て
い
た
。審
査
順
序
や
方
針

が
変
わ
る
こ
と
の
無
い
よ
う

強
く
要
請
す
べ
き
で
あ
る
。

（
町
長
）
規
制
庁
の

担
当
官
に
事
実
確
認

を
し
て
、
強
く
申
し
入
れ
を

し
た
。

ま
た
、事
業
者
に
は
今
後
、

論
点
を
明
確
に
し
て
作
業
を

進
め
る
よ
う
要
請
し
た
。

問
審
査
終
了
ま
で
今
ま

で
の
経
過
で
は
13
カ

月
ぐ
ら
い
要
し
て
い
る
。
審

査
順
序
が
変
更
に
な
っ
た
場

合
、
見
通
し
が
つ
か
な
い
。

今
後
の
町
へ
の
影
響
、
対
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

（
町
長
）
ま
ず
、
要

請
活
動
を
強
め
早
く

審
査
が
終
わ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
事
。
町
内
の
活
性

化
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に

商
工
会
な
ど
の
関
係
機
関
と

調
査
を
行
い
対
応
し
て
い

く
。
ま
た
事
業
者
に
対
し
て

も
町
内
向
け
の
経
済
対
策
、

設
備
等
の
先
行
投
資
を
申
し

入
れ
す
る
。

問
審
査
状
況
に
つ
い
て

住
民
へ
の
広
報
が
十

分
で
な
い
。
も
っ
と
工
夫
す

べ
き
だ
。（

町
長
）
今
後
、「
広

報
お
お
い
」
の
「
発

電
所
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
を
利
用

し
て
、
分
か
り
や
す
く
丁
寧

な
情
報
発
信
、
内
容
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。

核
燃
料
税
の
立
地
自
治

体
へ
の
配
分
見
直
し
を

申
し
入
れ
す
べ
き
だ

町
長 
県
に
対
し
て
要

請
を
行
っ
た

問
今
回
、
新
設
さ
れ
る

「
搬
出
促
進
税
」
は

電
力
事
業
者
が
負
担
し
、
基

本
的
に
は
関
西
電
力
需
要
者

の
電
気
料
金
に
上
乗
せ
さ
れ

る
た
め
嶺
南
地
域
に
影
響
が

あ
る
。
交
付
割
合
の
見
直
し

を
強
く
要
請
す
べ
き
だ
。

（
町
長
）「
搬
出
促
進

税
」
に
つ
い
て
は
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
な
い
よ

う
申
し
入
れ
を
す
る
。ま
た
、

交
付
割
合
に
つ
い
て
は
県
で

協
議
中
で
あ
り
、
状
況
を
見

な
が
ら
対
応
す
る
。

使
用
済
み
核
燃
料
中
間

貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
知
事

は
県
外
立
地
を
求
め
て
い

る
が
、町
長
の
考
え
は

町
長 

現
時
点
で
は
知
事

と
同
様
の
考
え
で
あ
る

問
町
長
の
県
外
立
地
に

対
す
る
理
由
を
聞
き

た
い
。（

町
長
）
国
策
で
あ

る
原
発
の
所
在
自
治

体
の
人
口
は
国
民
の
わ
ず
か

0
・
6
％
で
あ
る
。
電
力
消

費
地
の
原
子
力
理
解
を
促
進

す
る
観
点
か
ら
県
外
で
の
整

備
を
求
め
た
い
。

問
電
力
事
業
者
は
、
32

年
ま
で
に
中
間
貯
蔵

施
設
の
候
補
地
選
定
を
す
る

と
聞
い
て
い
る
が
。

（
町
長
）
事
業
者
か

ら
当
初
、
8
月
な
ど

定
期
的
に
報
告
を
受
け
、
進

捗
状
況
を
確
認
し
、
国
に
対

し
て
強
く
要
望
す
る
。

若
狭
高
校
の
生
徒
が

町
に
対
し
て
政
策
提

案
を
し
た
が
今
後
、

ど
う
活
用
す
る
の
か

副
町
長 

総
合
計
画
策
定

の
参
考
に
役
立
て
た
い

問
教
育
施
設
の
充
実
、

高
等
教
育
機
関
の
誘

致
な
ど
の
提
案
に
対
し
て
の

考
え
は
。（

教
育
長
）
関
連
す

る
情
報
の
収
集
に
努

め
、
教
育
機
関
と
の
連
携
可

能
性
の
有
無
に
つ
い
て
模
索

し
て
い
く
。

森内  正美
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猿橋  啓一

問
27
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
額
は
、
県
下
で

最
下
位
で
あ
っ
た
。
そ
の
原

因
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
検
索

が
容
易
に
で
き
な
い
こ
と
に

あ
る
。
新
し
く
作
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ス
ム
ー
ズ
に
検
索

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

（
町
長
）
本
年
6
月

1
日
か
ら
、
民
間
事

業
者
の
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

を
活
用
し
て
、
寄
付
者
へ
の

返
礼
品
に
地
元
特
産
品
を
活

用
し
て
い
る
。
ま
た
、
本

年
度
作
成
す
る
「
新
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
で
ふ
る
さ
と
納
税

が
簡
単
に
検
索
で
き
る
よ
う

検
討
す
る
。

問
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、
い
つ
完
成
す
る

の
か
。（

副
町
長
）
年
度
内

に
は
完
成
す
る
。

問
完
成
ま
で
の
対
応
策

で
、
ア
イ
コ
ン
の
表

示
は
で
き
な
い
の
か
。

（
総
務
課
長
）で
き
る

よ
う
に
対
応
す
る
。

問
１
，０
０
０
万
円
の

寄
付
金
を
見
込
ん
で

い
る
が
、
返
礼
品
等
の
経
費

を
除
い
て
、
町
に
入
る
財
源

の
額
は
。（

総
務
課
長
）
返
礼

品
に
50
％
、
委
託
経

費
に
13
％
、
収
入
額
は
37
％

で
あ
る
。

寄
付
金
を
財
源
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
事
業
は

副
町
長 

一
般
財
源

だ
が
創
生
戦
略
等
に

活
用
し
た
い

問
ふ
る
さ
と
納
税
は
寄

付
を
通
じ
て
、
お
お

い
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
け

る
訳
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
事

業
を
計
画
さ
れ
て
い
る
の

か
。

（
副
町
長
）
ふ
る
さ

と
納
税
は
、
使
途
を

特
定
し
な
い
一
般
財
源
と
な

る
。
町
で
は
、「
お
お
い
町

未
来
創
生
戦
略
」
や
「
第
二

次
お
お
い
町
総
合
計
画
」
に

基
づ
く
取
り
組
み
に
有
効
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
」
で
の
使
い
道

は
、「
交
流
の
促
進
」、「
定

住
の
促
進
」、「
活
動
の
促
進
」

と
な
っ
て
い
る
が
。

（
総
務
課
長
）
3
つ

の
事
業
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
的
な
も
の
で
あ
る
。

返
礼
品
に
道
の
駅
の

商
品
を
選
定
し
て
は

総
務
課
長 

さ
ら
に
魅

力
あ
る
商
品
を
取
り

扱
い
た
い

問
返
礼
品
は
「
道
の
駅

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
」

や
「
道
の
駅
名
田
庄
」
で
よ

く
売
れ
て
い
る
商
品
を
メ
イ

ン
に
選
定
し
、
地
場
産
業
の

活
性
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
。

（
総
務
課
長
）
本
年

6
月
か
ら
「
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
」
を
活
用
す
る

た
め
、
4
月
上
旬
に
返
礼
品

を
出
品
し
て
い
た
だ
け
る
協

力
者
を
商
工
会
や
各
種
生
産

組
合
を
対
象
に
募
集
し
、
品

質
や
数
量
で
安
定
供
給
が
見

込
め
る
方
に
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
返
礼
品
の
実
績

は
、
ほ
と
ん
ど
が
米
や
う
め

ジ
ャ
ム
な
ど
の
食
料
品
で
あ

る
。
道
の
駅
の
人
気
商
品
も

一
部
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、

今
後
さ
ら
に
魅
力
あ
る
商
品

を
取
り
扱
い
、
出
品
者
の
販

路
拡
大
や
生
き
が
い
づ
く

り
、
ひ
い
て
は
地
場
産
業
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

 　

ま
た
、
本
年
度
は
、
寄
付

金
の
実
績
も
想
定
を
大
き
く

上
回
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

る
。問

現
時
点
で
の
寄
付
金

額
は
。

（
総
務
課
長
）
寄
付

件
数
は
２
９
２
件
、

寄
付
金
額
は
７
６
２
万
円
で

あ
る
。

大
型
園
芸
農
業
の

今
後
の
計
画
は

農
林
水
産
課
長 

現
時
点

で
は
計
画
は
な
い

問
施
設
面
積
５
，０
０

０
㎡
の
大
規
模
ハ
ウ

ス
で
、
イ
チ
ゴ
や
青
ね
ぎ
の

水
耕
栽
培
装
置
を
活
用
し
た

2
億
円
超
の
大
型
園
芸
事
業

が
予
算
案
と
し
て
こ
れ
ま
で

上
が
っ
て
き
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
大
型

園
芸
事
業
を
導
入
す
る
計
画

が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
雇
用

の
拡
大
を
図
ら
れ
る
の
で
、

年
次
計
画
を
策
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

（
農
林
水
産
課
長
）

「
イ
チ
ゴ
」
と
「
青
ね

ぎ
」
の
大
型
施
設
園
芸
は
、

県
が
26
年
3
月
に
策
定
し

た
、「
ふ
く
い
の
農
業
基
本

計
画
」
に
沿
っ
た
も
の
で
、

県
と
の
協
議
を
重
ね
て
決
定

し
た
。
今
後
の
大
規
模
園
芸

の
計
画
は
現
時
点
で
は
な

い
。

◥ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
検
索
が
わ
か
り
に
く
い

容
易
に
検
索
で
き
る
画
面
に
す
べ
き

町
長 
「
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」で
ふ
る
さ
と
納
税
の
検
索
を
簡
単
に

で
き
る
よ
う
に
検
討
す
る
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告知端末

◥ 
町
道
赤
礁
崎
線（
赤
礁
遊
歩
道
）の
整
備
活
用
は

副
町
長 

観
光
資
源
と
し
て
の
機
能
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

改
修
や
整
備
を
検
討
す
る

問
町
内
の
観
光
資
源
を

有
効
に
活
用
し
観
光

客
誘
致
に
取
り
組
む
た
め

に
、
エ
リ
ア
別
、
対
象
別
、

年
次
別
な
ど
の
具
体
的
な
観

光
計
画
を
策
定
す
る
考
え
は

な
い
か
。（

町
長
）「
第
二
次
お

お
い
町
総
合
計
画
」

の
策
定
に
お
い
て
、
観
光
施

策
の
主
要
な
取
り
組
み
と
し

て
位
置
付
け
た
い
。
今
年
度

か
ら
嶺
南
市
町
と
連
携
し
、

広
域
的
な
周
遊
・
滞
在
型
観

光
推
進
計
画
の
策
定
に
取
り

組
む
。

問
京
都
府
南
丹
市
等
と

の
広
域
連
携
は
進
ん

で
い
る
か
。

（
商
工
観
光
課
長
）

平
成
21
年
度
か
ら
お

お
い
町
、
高
浜
町
、
南
丹
市

美
山
町
、
京
都
市
京
北
の
4

市
町
で
「
西
の
鯖
街
道
協
議

会
」
を
作
り
広
域
で
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問
観
光
資
源
の
掘
り
起

こ
し
に
つ
い
て
、
学

校
や
地
域
、
高
校
生
の
政
策

提
案
等
の
連
携
に
よ
り
取
り

組
む
考
え
は
。

（
町
長
）
観
光
だ
け

で
は
な
く
、
町
づ
く

り
の
視
点
か
ら
、
各
団
体
の

連
携
に
よ
り
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

問
現
在
通
行
止
め
に

な
っ
て
い
る
「
町
道

赤
礁
崎
線
（
赤
礁
遊
歩
道
）」

の
整
備
お
よ
び
長
井
浜
海
水

浴
場
の
通
年
開
放
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。

（
副
町
長
）
遊
歩
道

に
つ
い
て
は
、
風
光

明
媚
な
海
岸
線
の
散
策
が
楽

し
め
る
観
光
資
源
と
し
て
の

機
能
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
改

修
や
整
備
の
検
討
を
行
う
。

ま
た
長
井
浜
は
、
維
持
管

理
費
の
課
題
が
あ
り
、
通
年

開
放
は
困
難
で
あ
る
が
、「
う

み
ん
ぴ
あ
」
の
各
施
設
と
の

連
携
に
よ
る
年
間
を
通
し
て

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

問
経
費
の
み
を
考
慮
し

て
使
え
る
施
設
を
使

わ
な
い
こ
と
に
よ
る
損
失
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
費
用
対
効

果
の
み
を
考
え
る
の

で
は
な
く
、
経
費
を
圧
縮
し

な
が
ら
、
ど
う
施
設

の
利
活
用
を
図
る
か

と
い
う
視
点
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い

く
。問

長
井
浜
と

「
う
み
ん
ぴ

あ
」
と
の
連
携
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
る

か
。

（
町
長
）
動

線
を
考
え
な

が
ら
、
戦
略
的
な
視

点
を
持
っ
て
取
り
組

原田  和美

ん
で
い
く
。

問
若
狭
高
校
生
か
ら
提

案
の
あ
っ
た
「
大
島

の
観
光
ツ
ア
ー
※
１
」
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

た
か
。（

町
長
）
高
校
生
な

ら
で
は
の
斬
新
な
提

案
で
あ
り
、「
着
地
型
観
光

※
２
」
に
つ
い
て
も
、
地
域
の

人
や
団
体
が
提
案
す
る
と
い

う
点
で
は
意
味
が
あ
る
と
考

え
る
の
で
、
対
象
事
業
を
検

討
し
て
い
く
。

告
知
端
末
の
未
設
置

世
帯
の
対
応
は

副
町
長 

未
設
置
者
に

対
し
設
置
の
呼
び
か

け
を
行
う

問
有
線
放
送
は
、
災
害

時
や
緊
急
時
の
広

報
・
連
絡
の
た
め
の
設
備
と

し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
告
知
放
送
の
受
信
機
を

設
置
し
て
い
な
い
世
帯
が
あ

る
。
町
は
未
設
置
世
帯
や
転

入
世
帯
に
対
し
ど
の
よ
う
な

対
応
を
行
う
の
か

（
副
町
長
）告
知
端
末

の
未
設
置
箇
所
は
、

94
件
で
、そ
の
う
ち
ア
パ
ー

ト
は
52
件
で
あ
る
。

今
後
、
告
知
端
末
の
未
設

置
世
帯
や
新
た
な
転
入
世
帯

に
対
し
、
災
害
時
の
緊
急
連

絡
の
必
要
性
を
説
明
し
、
設

置
に
つ
い
て
の
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
く
。

※
1 

若
狭
高
校
1
年
生
が
、
地

域
の
課
題
に
つ
い
て
の
探

究
学
習
で
行
っ
た
観
光
に

つ
い
て
の
政
策
提
案

※
2 

観
光
客
の
受
け
入
れ
側
（
地

元
）
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画

す
る
観
光
の
形
態

若狭高校生の政策提案

告知端末

一
般
質
問

赤礁遊歩道
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Report
リポート

第
10
回
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

議
員
全
員
研
修
・
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

で
、
地
質
構
造
や
地
下
水
に
つ
い
て
の
調

査
、
掘
削
の
影
響
、
ま
た
ガ
ラ
ス
固
化
体

を
金
属
製
の
容
器
で
覆
い
、
さ
ら
に
粘
土

で
で
き
た
緩
衝
材
で
囲
っ
た
人
口
バ
リ
ア

の
性
能
等
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
層
処
分
は
、
１
０
０
年
以
上
に
わ
た

る
長
期
の
事
業
で
す
が
、
こ
の
研
究
が
進

み
、
廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い
て
の
方
向
が

決
ま
ら
な
い
限
り
、
原
子
力
発
電
所
で
は

廃
棄
物
が
増
え
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。実

際
に
地
下
３
５
０
メ
ー
ト
ル
の
坑
道

に
降
り
て
、
現
場
の
説
明
を
受
け
、
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

議
会
活
性
化
な
ど
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
意
見
交
換

﹇
期
日
﹈
5
月
11
日

﹇
場
所
﹈
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

北
海
道
内
町
村
で
の
議
会
基
本
条
例
の

制
定
状
況
や
、
議
会
活
性
化
の
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

地
層
処
分
に
つ
い
て
研
修

﹇
期
日
﹈
5
月
12
日

﹇
場
所
﹈
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

　
　
　

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー

原
子
力
発
電
所
で
発
生
し
た
高
レ
ベ
ル

の
放
射
性
廃
棄
物
は
、
地
下
深
く
の
安
定

し
た
地
層
に
処
分
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

北
海
道
幌
延
町
の
幌
延
深
地

層
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
深
度

３
５
０
メ
ー
ト
ル
の
調
査
坑
道

地下３５０ｍで研究中の保管設備に
ついて説明を受ける

議会と話そう議会と話そう
7
月
30
日
（
土
）

19
時
30
分
〜
21
時
00
分

 【 

会 

場 

】

　

・
は
ま
か
ぜ
交
流
セ
ン
タ
ー（
大
島
）

　

・
里
山
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー（
名
田
庄
久
坂
）

お
お
い
町
議
会
で
は
、
皆
さ
ま
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
議
会
の
運
営
改
善
と
政
策
提

案
に
生
か
す
た
め
、
ま
た
、
皆
さ
ま
に
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
議
会
報
告
会
を
開

催
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
内
容
﹈

①
町
議
会
の
活
動
報
告

②
意
見
交
換

7
月
31
日
（
日
）

19
時
30
分
〜
21
時
00
分

 【 

会 

場 

】

　

・
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー（
本
郷
）

　

・
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー（
鹿
野
）

議会報告会に参加、議会
傍聴で10ポイントをGet!



工事着手となったきのこの森

現在の進捗状況は、どうなっているのか。
（平成27年6月議会 辻　徹議員）

きのこの森再整備計画
について

早い時期に検討委員会を設置して事業内容を
決定し、28年度に工事を行いたい。

検討委員会を設置し、
事業内容を決定する

今年6月に、工事請負契約を締結し29年3月
末に完成予定である。
※施設は一部を除き工事期間中休園

きのこの森再整備工事
が着工

どうなった?

兼業農家が多い中での「儲かる農業」の振興
策はどのように考えているか。

（平成27年3月議会 猿橋啓一議員）

地方創生は農業・農村
を守ることだ

「猿害ネット」、「ビニールハウス」、「自然薯の
種芋」助成等を実施。新規就農者や若手農業者
との意見交換会の場を設け取り組む。

稲作プラス園芸作物の
「複合経営」が主流

それぞれ5 000㎡の大規模ハウスでの水耕栽
培施設に助成する。

「イチゴ」、「青ネギ」の
大規模ハウスに助成

どうなった?

　議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載していますが、議員からの
提案などが、その後、どのように町政に反映されたかを、追跡調査してみました。

建設中の「イチゴ」ハウス

町長答弁

副町長答弁
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●
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茂
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集
：
議
会
広
報
特
別
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員
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N
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●

編
集
後
記
●

新
年
度
に
入
り
、
町
で
は
3
月

に
策
定
さ
れ
た
「
お
お
い
町
未
来

創
生
戦
略
」
に
掲
げ
ら
れ
た
新
し

い
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
実
は
、
議
会
だ
よ
り
で
も
、

新
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す

が
皆
さ
ん
、
お
気
づ
き
で
し
ょ
う

か
。町

は
、
今
後
想
定
さ
れ
る
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
等
の
移
住

を
増
や
す
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

そ
こ
で
、「
議
会
だ
よ
り
」
で

は
す
で
に
お
お
い
町
に
移
住
さ
れ

て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
頑
張
っ
て

お
ら
れ
る
皆
さ
ん
を
「
輝
く
人
」

と
し
て
順
次
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。お

お
い
町
に
は
、
移
住
の
先
輩

が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
今
回

は
木
原
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
お
邪
魔

し
ま
し
た
。

次
回
も
、ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

（
原
田  

記
）

広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

猿
橋　

啓
一

　

副
委
員
長　

浜
上　

雄
一

　

委　
　

員　

藤
原　

義
隆

　
　
　
〃　
　

早
川　

正
己

　
　
　
〃　
　

原
田　

和
美

　
　
　
〃　
　

細
川　

正
博

おおい町議会では、本会議をはじめ議員全員協議会や各委員会も公開しています。
次回の定例会は9月です。傍聴について詳しくは議会事務局（77-4060）までお問い合わせください。

議会の傍聴にござんせ

会　期： 9月1日から28日まで（28日間）
本会議： 1日（議案提案理由説明）、13日（一般質問）、28日（委員長報告・採決）
委員会： 総務・産業建設委員会（6日）、予算決算委員会（1日・15日・16日）、原子力委員会（7日）

9月定例会
の予定

山
の
守
り
人  

木
原 
克
敏 
さ
ん

れいなん森林組合のなかまたち

行政ポイント
対象です10P

お
お
い
町
の
山
を
守
り

育
て
て
い
ま
す

を
貸
与
し
手
厚
く
受
け

入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。Q 実

際
に
暮
ら
し
て

み
て
の
感
想
は
？

A 

自
然
が
す
ご
く
豊

か
で
、
田
舎
な
ら
で
は

の
独
特
な
空
気
感
の
中

で
季
節
の
移
り
変
わ
り

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
地

域
の
方
々
も
優
し
く
受
け
入

れ
て
下
さ
っ
て
、
都
会
暮
ら

し
で
は
経
験
で
き
な
い
よ
う

な
祭
り
を
は
じ
め
、
家
族
全

員
で
多
く
の
行
事
に
も
参
加

し
充
実
し
た
日
々
を
送
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

Q 

こ
れ
か
ら
の
林
業
に
対

Q 

こ
れ
か
ら
の
お
お
い
町

に
望
む
こ
と
は
？

A 

若
者
の
雇
用
の
場
が
少

な
い
と
思
い
ま
す
。
若
者
の

流
出
を
防
ぐ
た
め
に
も
企
業

の
誘
致
、
住
宅
の
整
備
等
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
若
者
た

ち
が
活
き
活
き
と
輝
い
て
活

躍
で
き
る
町
づ
く
り
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Q 

お
お
い
町
に
移
住
さ
れ

た
き
っ
か
け
は
？

A 

平
成
10
年
4
月
に
大
阪

よ
り
移
住
し
て
名
田
庄
森
林

組
合
に
入
組
し
ま
し
た
。
当

時
は
林
業
従
事
者
の
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
も
あ
り
、
村

も
組
合
と
積
極
的
に
他
府
県

か
ら
の
若
者
移
住
者
に
住
宅

し
て
望
む
こ
と
は
？

A 

山
林
の
持
つ
多
面
的
機

能
を
発
揮
す
る
た
め
に
も
、

間
伐
を
十
分
に
実
施
す
る
と

共
に
継
続
的
に
管
理
し
、
健

全
な
山
を
守
り
続
け
る
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
林
の
境
界
を

明
確
に
す
る
事
業
を
早
急
に

行
わ
な
け
れ
ば
一
層
山
の
管

理
が
難
し
く
な
る
と
思
い
ま

す
。


